
　この地図は、国土地理院発行の５万分の１地形図（小諸）を使用したものである。

＜沿　革＞
　切原県有林は、佐久市（旧臼田町）の東にあり、標高950ｍから1,020ｍに位置しています。

　明治38年10月4日、本県で最初に創設された記念すべき県有林で、当初は170haの面積があり

ましたが、地元への譲渡や戦後の自作農特別法による開拓用地の提供などにより現在では約48ha

となっています。

＜現況・特色＞
　創設当初は、ケヤキ、クヌギなどの広葉樹が主体に

植えられ、カラマツはわずかしかありませんでした。

林内に１０本ほど残っているケヤキは、その名残と思

われます。県有林の中央を広域林道西山線が横断して

おり、これらを近くで見ることができます。

　現在は、昭和15年以降に植えられたカラマツが

主伐期を迎えており、現計画期間中に主伐・再造林を

進めていきます。

　

 

切　原　県　有　林

伐期を迎える切原県有林のカラマツ
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＜森林整備の方向＞

　林道西山線と作業道切原線を中心に、傾斜が25度以下の林分においては、効率的木材生産型施業

として主伐を行い、その後、カラマツの再造林を行います。

　傾斜が25度を超える林分においては、帯状伐採や小面積分散型施業を実施し、カラマツの再造林

を行います。

＜樹種別資源構成＞

ha
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この地図は、国土地理院発行の５万分の１地形図（十石峠）を使用したものである。

＜沿　革＞

　小海県有林は、小海町の北側茂来山の南斜面に広がる団地と馬場山と呼ばれる団地の２箇所か

らなる県有林で、標高1,200ｍから1,700ｍに位置しています。森林面積は約760haと、本郷

県有林に次ぐ県下で2番目に大きい県有林です。

　明治39年3月31日、本県で３番目に創設された県有林で、地元の親沢・川平地区の人々によ

る小海県有林保護管理組合との密な協力関係の下に、嘱託林、直営林、部分林のほか、昭和５０

年に制定の特殊施業林など様々な形態をとりながら管理されてきています。

＜現況・特色＞

　素性のよいカラマツが育ち、林道

茂来線沿線には、昭和元年植栽の97

年生のカラマツ大径木60本が残され

普通母樹林に指定されています。

　また、当県有林のアカマツ林内で

はマツタケが発生するため、採取権

の販売を行っています。　

　さらに、間伐によって吸収された

二酸化炭素量を、環境省のJ-クレジ

ット制度によりクレジット化し、環

境貢献に取り組む県内外の企業等へ

広く販売するなど、多面的な活動を

展開しています。

小　海　県　有　林
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＜森林整備の方向＞

　当県有林は林道が整備されているため、傾斜が比較的緩やかで伐期を迎える林分においては、効

率的木材生産型施業を行い、主伐・再造林の一貫した施業を検討します。また、高齢級のカラマツ

はプレミアムカラマツとして付加価値の創出も検討します。　　

　傾斜が25度～35度で、路網から200m以内のカラマツ林では、帯状伐採や小面積分散型施業を

実施します。林道等の路網から離れ、傾斜が急な林分では、針広混交林化を目指し、天然更新を促

進します。

＜樹種別資源構成＞

ha
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この地図は、国土地理院発行の５万分の１地形図（八ヶ岳）を使用したものである。

＜沿　革＞

　南牧県有林は、南牧村のほぼ中央にあり、標高1,540ｍから1,720ｍに位置しています。

　明治45年3月13日に創設され、大正初期から昭和15年頃まで綿々としてカラマツが植栽されま

した。戦時中は軍用地として当時の陸軍省に提供しましたが、戦後になって開拓地として適さなか

った土地を再び県有林として買戻しました。

＜現況・特色＞

　別荘地や牧場に囲まれ地形もな

だらかで、林内にはレンゲツツジ

やドウダンツツジなども多く見ら

れます。

　寒冷地であるためカラマツの

成長はあまりよくありませんが、

ミズナラやシラカバなどの広葉

樹が混交している林分は、針広

混交林のモデル林として森林散

策等の観光資源としての活用が　

期待されます。

南　牧　県　有　林

133



＜森林整備の方向＞

　当県有林の地位はⅣ以下であることから、長伐期施業を中心としたゾーニングとするとともに、

中・下層の広葉樹の生長を観察しながら、上層のカラマツの収穫を図りつつ、自然林化を進めま　

す。また、試験地を設けカラマツ林の天然下種による更新の可能性を検証しています。

＜樹種別資源構成＞
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この地図は、国土地理院発行の５万分の１地形図（小諸、蓼科山）を使用したものである。

＜沿　革＞

　春日県有林は佐久市（旧望月町）の南西にあり、蓼科山に源を発する鹿曲川と細小路川に沿って

分布する県有林で、標高1,000ｍから1,440ｍに位置しています。

　明治38年12月26日、本県で2番目に創設されました。かつては入会地として利用された山で、

購入当時はそのほとんどが未立木地でした。

＜現況・特色＞

　大半がカラマツの造林地ですが、細

小路川沿いには大面積にわたりサワラ

やドイツトウヒが植栽されています。

   また、林道密度が26.6m/haと県有

林の中でも比較的高く、搬出間伐・主

伐時に十分対応できる路網基盤を持ち

合わせています。今後は重点的に木材

生産を行っていく林分を中心に、高密

路網となる基盤整備づくりを進め、森

林資源のさらなる有効活用を目指しま

す。

　また、数年前からカラマツに対する

シカの角こすりが目立つようになった

ことから、成長の状況を把握しつつ、

今後の施業についての検討を進めます。

春　日　県　有　林
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＜森林整備の方向＞

　路網が比較的整備されていることから、傾斜が緩い林分では効率的木材生産型施業、傾斜が急な

林分では帯状伐採を中心に、主伐による木材利用を積極的に展開します。主伐後はカラマツの再造

林を行います。

　路網から離れ、傾斜が急な林分は、針広混交林化による公益的価値の高い森林を目指します。

＜樹種別資源構成＞
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